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芽細胞分化について PCR や DNA チップを用いて解析を行った。
【結果】　D1 細胞は，Oxy chip，non-Oxy chip どちらにおいても培養 1 日後にはスフェロイドを形
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培地中酸素濃度，骨芽細胞分化についてリアルタイム PCR や DNA チップを用いて解析を行った。
Oxy chip，non-Oxy chip ともに短期間の培養で均一な径の D1 細胞スフェロイドを形成した。Oxy 
chip では高い酸素濃度が維持されていることが確認され，培養経過に伴い骨芽細胞分化マーカーであ
るアルカリフォスファターゼがnon-Oxy chipあるいは平面培養に比べ上昇した。DNAチップ解析では，
Oxy chip による培養が骨芽細胞分化を促進する一方，軟骨細胞，脂肪細胞への分化を抑制し，酸素濃
度がスフェロイドの細胞分化を調節する因子となることが明らかとなった。
以上の結果から，三次元培養と酸素供給を併用することによって MSC スフェロイドを高い活性を有
する骨芽細胞へと分化させ得ることが示唆された。従って，本培養器による培養が MSC を用いる骨再
生医療応用に有用な手法となる可能性が示唆された。
本研究は，酸素透過性三次元培養器を用いることで，再生治療に応用できる活性の高い MSC 由来の
骨芽細胞を大量に供給できる可能性を提示した。また，酸素供給が細胞分化の方向を調節し得る所見
を見出しており，学術的貢献をし得ることから，博士（歯学）の学位論文として相応しいと判断する。
